2020.12.5　浦和研究例会
 
12月の研究例会は、｢実質課税の原則｣をテーマに、日本大学法学部教授で税理士の阿部徳幸先生から貴重なお話を頂きました。
実質課税の原則とは、租税の徴収を公平・確実に行うため、形式的な事柄にこだわらず、実質・実態に即して税法の解釈・適用を行うべきとする考え方です。
しかし、日本国憲法84条（租税法律主義）等により国家の恣意的な課税は排除されているため、実質課税の原則が横行するのは、財産権の侵害等の諸問題を引き起こします。
この様な難しい問題をまるで落語でも語られる様に、分かり易く時には笑いを交えられた阿部先生のお話は非常に素晴らしかったです。
阿部先生のお話は、埼玉青税では年に1・2回聞けることがございますので、まさに埼玉青税に入って何度でもお聞きしたいと感じられた1日でした。
新型コロナウィルスの影響で懇親会までは開催できなかったものの、座席の間隔を十分空ける等の工夫を凝らして開催できた研究例会は、まさに充実したものとなりました。
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